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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
環境汚染化学物質に暴露されることによって生じる野生生物の病態、および化学物質に対する感受性

を決定する因子の生物種差の解明を目指して、研究は順調に実施されていると考えられる。特に化学物

質感受性の種差を作り出す分子機構の研究は着実に進展しており、期待された成果を挙げている。また、

研究成果の公表も積極的に行われており、高く評価できる。 
一方、様々な困難を伴うアフリカでのフィールド調査を基にした検証研究の一部には遅れも見られ、

研究成果の発表もまだ限られているので、今後の進展を期待する。 

検証結果     本研究は、アフリカにおける実試料を用いたフィールド調査と国内における実験研究を

組み合わせたものである。フィールド調査の困難性を克服し、化学物質のリスク、感受性

における種差に関する研究を活発に進めた。種差を作り出す分子機構を解析するなど、優

れた成果が挙げられた点は高く評価できる。また、研究成果の公表も積極的に行われてい

る。 
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